
　実技試験

　インダストリアル

　　デザイン専攻 　　　油土１kgを全て使って制作しなさい。

　実技試験

　※　条件等は、次ページ以降の試験問題をご覧ください。

　※　第１次選考は書類審査です。

　※　芸術学専攻の第２次選考は「面接」のため、試験問題はありません。

金沢美術工芸大学　令和８年度学校推薦型選抜　試験問題

学科・専攻 第 ２ 次 選 考 試 験 問 題

　　粘土を用いて自由に立体表現しなさい。
工芸科

　　与えられた「渋柿」をモチーフとして、

　　　部屋に置くインテリア小物としても美しく見えるダンベルをデザインし、





 

令和８年度 金沢美術工芸大学 工芸科入学試験 

 

学校推薦型選抜 

工芸科 第２次選考 実技試験（⽴体表現） 

令和 7 年 11 ⽉ 22 ⽇（⼟曜⽇）8 時 30 分〜12 時 30 分 

 

 

条件 

1. モチーフは加工してはならない。 

2. モチーフの個数、大きさなどの設定は⾃由とする。 

3. 使⽤する粘⼟の量は与えられた範囲内で⾃由とする。 

4. 解答作品は粘⼟板⼩（塑像板）の上に置くこと。また板からはみ出さないこと。 

5. 解答作品は⾼さ３０cm 以内とする。 

 

注意 

1. 募集要項に指定された持参⽤具と、配布された道具以外は使⽤しないこと。 

2. 配布された塑像⽤具は加工しないこと。 

3. 粘⼟の中に異物を入れないこと。 

4. モチーフ及び全ての配布物は持ち帰らないこと。 

モチーフ 渋柿：2 個   

配布物 

⽔粘⼟８kg、粘⼟板大（練り⽤）               、粘⼟板⼩（塑像板）                  、塑像⽤具⼀式、霧吹き、 

雑⼱ 2枚、⽔入れ、草案⽤紙 5 枚 

問 題 

与えられた「渋柿」をモチーフとして、粘⼟を⽤いて 

⾃由に⽴体表現しなさい。 


